
 
1 

 

1. 

 



 
2 

 

 

  



 
3 

 

  



 
4 

 

  

桜ケ丘地区 
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評価基準の運用ルール（検討プロセスとタイムスケジュール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 

 評価対象期間における運行評価を行う。評

価対象期間は 1 年間とするが、短い期間での

評価になった場合は、季節変動等を加味して

利用実績を補正するなど工夫を行う。 

また、運行評価は月毎に行い、利用状況を

確認し、対応方針の検討に反映する。 

※1 

適宜利用状況を確認し、住民との協働によ

り改善策を検討 

・住民に利用状況を周知し、利用を促す 

・実行可能な改善策（停留所位置の変更等)を

検討し、実施する。 

※6 

評価期間を 4 月～翌 3 月として運行評価を

行った結果、評価基準を満たす場合は運行の継

続、満たさない場合は、対応方針を検討するこ

ととする。 

必要に応じて中間評価を行い、サービス水準

を変更する場合は新たな代替案を検討し、速や

かに運輸局に届出を行う。 

新たな代替案で運行を実施した場合の評価

期間については、運行実施時期から 3 月までの

期間とする。(評価方法は※2 と同様に実施す

る。) 

 

Ex.)H32.8 に新たな代替案で運行開始した場

合、H33.3 までの 8 ヵ月間を評価期間とする。

※4 

公共交通サービスによる支援ではなく、他 

の方法による支援策の検討を市に要請する。 

Ｈ32.4～Ｈ33.3 

(評価期間) 

Ｈ30.4 

Ｈ30.9 

（9/1に評価を行

う） 

ＯＫ 

公共交通サービスの提供 
 

Ｈ32.4 

Ｈ31.3 
Ｈ31.4 

Ｈ32.3 

Ｈ33.4 

Ｈ32.7 

Ｈ32.8 

Ｈ33.3 

中間報告(※1) 

運行の継続 
（サービス水準の変更な

し） 

ＯＫ 

 
運行評価(※2) 

運行の継続 
（サービス水準の変更な

し） 

Ｈ30.4～Ｈ30.8 

※6 基準となる評価方法の流れ 
（以下、赤枠内のフローが継続される） 

Ｈ31.4～Ｈ32.3 

(評価対象期間) 

Ｈ32.8～Ｈ33.3 

(評価期間) 

Ｈ30.10～12 

ＮＧ 

対応方針の 
検討 

住民への
支援※4 

代替案に 
よる運行 
実施※3 

運行の 
廃止※5 

※5 

公共交通サービスによる支援以外の支援策

が決まり次第、現行の公共交通サービスを廃止

する。廃止する場合は、新たな計画に円滑に移

行できるよう、速やかに手続きを行う。 

 
運行評価(※2) 

※3 

 新たな代替案で運行を実施する場合は、以下

に示す流れで検討を進めることとする。 

・実態調査によるサービス内容の検証（必要

に応じてアンケート調査、ヒアリング調査

等を実施する。提供している公共交通サー

ビス内容が活動機会に対応しているかを検

証し、代替案を検討するための判断材料を

得る。） 

・代替案の検討・設定 

・運行計画の具体化 

・運輸局への届出 

・代替案における運行の実施 

おおよそ 3～4 ヵ月間

の時間を要する 

ＮＧ 

対応方針の 
検討 

住民への
支援※4 

代替案に 
よる運行 
実施※3 

運行の 
廃止※5 

 
運行評価(※2) 

中間報告(※1) 

中間報告(※1) 
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4. 

 

＜参加できそうな支援内容＞ 

 
出典：令和 2年度事業所アンケート調査 

  

(件) (％) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

 1. 支援してもよい 4   4.0

 2. 条件次第で支援してもよい 15  14.9

 3. わからない 67  66.3

 4. 支援できない 15  14.9

不明・無回答 0   0.0

合  計 101 100.0

(件) (％) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

 1. ネーミングライツ（命名権） 0   0.0

 2. 車体や車内に広告掲載 8  42.1

 3. マップ等に広告掲載 5  26.3

 4. 車内アナウンスで宣伝 1   5.3

 5. 事業所近くに停留所設置 4  21.1

 6. その他 1   5.3

不明・無回答 5  26.3

合  計 19 100.0
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5. 


